2013年東京大学谷口研究室・朝日新聞社

共同政治家調査コードブック 
調査概要

1．調査時期

　2013年6月1日より調査票を配布，参院選投開票日（7月21日）直前まで回収

2．調査対象者

　2013年参院選の立候補者433人，および非改選議員121人

3．調査方法

　朝日新聞社政治グループおよび地方総局が実施

4．有効回答者数

　参院選立候補者419人（有効回答率96.3%），非改選議員82人（有効回答率67.8%）

変数一覧
[基本データ]

通し番号（ID）

候補者名（NAME）

回答状況（RESPONSE）
	（N）
	
	

	53
501
	
	0. 有効回答なし

1. 有効回答あり


非改選議員（NOELEC）

	（N）
	
	

	433

121
	
	0. 非該当（2013年参院選候補者）

1. 該当


選挙区（DISTRICT）（非改選議員については2010年参院選における選挙区）
	（N）
	
	
	（N）
	
	

	8

7

7

7

5

5

8

8

6

5

11

12

25

14

10

5

6

5

8

8

6

8

13

7

5
	
	1. 北海道

2. 青森

3. 岩手

4. 宮城

5. 秋田

6. 山形

7. 福島

8. 茨城

9. 栃木

10. 群馬

11. 埼玉

12. 千葉

13. 東京

14. 神奈川

15. 新潟

16. 富山

17. 石川

18. 福井

19. 山梨

20. 長野

21. 岐阜

22. 静岡

23. 愛知

24. 三重

25. 滋賀
	9

14

9

5

4

6

5

5

8

4

5

5

6

5

8

5

5

5

6

5

6

5

210
	
	26. 京都

27. 大阪

28. 兵庫

29. 奈良

30. 和歌山

31. 鳥取

32. 島根

33. 岡山

34. 広島

35. 山口

36. 徳島

37. 香川

38. 愛媛

39. 高知

40. 福岡

41. 佐賀

42. 長崎

43. 熊本

44. 大分

45. 宮崎

46. 鹿児島

47. 沖縄

66. 比例区


新旧（INCUMB）

	（N）
	
	

	332

5

8

88
121
	
	1. 新人

2. 元職

3. 前職

4. 現職

66. 非改選


当選回数（TERM）

公認政党（PARTY）

	（N）
	
	

	128

97

45

30

44

66

13

11

8

11

1

50

10

3

1

8

28
	
	1. 自民党
2. 民主党

3. 日本維新の会

4. 公明党
5. みんなの党

6. 共産党

7. 生活の党

8. 社民党

9. みどりの風

10. 新党大地

11. 新党改革

12. 幸福実現党

13. 緑の党

14. 維新政党・新風

15. 減税日本

16. 諸派

17. 無所属


性別（SEX）

	（N）
	
	

	432

122
	
	1. 男性

2. 女性


選挙結果（RESULT）

	（N）
	
	

	312
121
121
	
	0. 落選

1. 当選
66. 非該当


[アンケートデータ]

Q1 今回の選挙に際して、あなたが最も重視する政策はどれでしょうか。また２番目、３番目はどうですか。カッコ内に番号を記入してください。
最も重視する政策（Q1_1）

	（N）
	
	

	38

26

43

13

31

40

65

0

2

10

8

36

27

2

28

44

121

20
	
	1. 外交･安全保障  

2. 財政･金融    

3. 産業政策    

4. 農林漁業

5. 教育･子育て   

6. 年金･医療    

7. 雇用･就職   

8. 治安

9. 環境       

10. 政治･行政改革 

11. 地方分権   

12. 憲法（護憲･改憲）          

13. 震災復興･防災            

14. 社会資本（インフラ整備など）

15. 原発･エネルギー政策         

16. その他

66. 非該当
99. 無回答


2番目に重視する政策（Q1_2）

	（N）
	
	

	35

24

28

20

50

46

43

3

2

12

19

51

18

2

36

19

121

25
	
	1. 外交･安全保障  

2. 財政･金融    

3. 産業政策    

4. 農林漁業

5. 教育･子育て   

6. 年金･医療    

7. 雇用･就職   

8. 治安

9. 環境       

10. 政治･行政改革 

11. 地方分権   

12. 憲法（護憲･改憲）          

13. 震災復興･防災            

14. 社会資本（インフラ整備など）

15. 原発･エネルギー政策         

16. その他

66. 非該当
99. 無回答


3番目に重視する政策（Q1_3）

	（N）
	
	

	16

18

30

27

49

22

37

0

6

16

10

62

26

7

60

18

121

29
	
	1. 外交･安全保障  

2. 財政･金融    

3. 産業政策    

4. 農林漁業

5. 教育･子育て   

6. 年金･医療    

7. 雇用･就職   

8. 治安

9. 環境       

10. 政治･行政改革 

11. 地方分権   

12. 憲法（護憲･改憲）          

13. 震災復興･防災            

14. 社会資本（インフラ整備など）

15. 原発･エネルギー政策         

16. その他

66. 非該当
99. 無回答


Q2 選挙運動には、政策を訴えかける以外にも、さまざまな活動があります。今回の選挙に際して、あなたがもっとも重視する（政策以外の）要素はどれでしょうか。また2番目、3番目はどうですか。カッコ内に番号を記入してください。

最も重視する要素（Q2_1）

	（N）
	
	

	247

20

43

17

78

121

28
	
	1. ふだんからあなたを応援してくれる人々や組織に働きかける

2. 過去の業績を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

3. 政権担当能力を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

4. リーダーの資質を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

5. あなたご自身の業績や資質を強調する
66. 非該当
99. 無回答


2番目に重視する要素（Q2_2）

	（N）
	
	

	48

100

86

40

115

121

44
	
	1. ふだんからあなたを応援してくれる人々や組織に働きかける

2. 過去の業績を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

3. 政権担当能力を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

4. リーダーの資質を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

5. あなたご自身の業績や資質を強調する

66. 非該当
99. 無回答


3番目に重視する要素（Q2_3）

	（N）
	
	

	48

83

68

72

91

121

71
	
	1. ふだんからあなたを応援してくれる人々や組織に働きかける

2. 過去の業績を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

3. 政権担当能力を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

4. リーダーの資質を強調する（自党･友党の良さや反対党の悪さ）

5. あなたご自身の業績や資質を強調する

66. 非該当
99. 無回答


Q3 選挙との関係は別にして、これまであなたが最も力を注いできた、あるいは同僚議員と比べてあなたがとくに詳しいと言える政策分野はどれでしょうか。2番目、3番目はどうですか。カッコ内に番号を記入してください。

1番目（Q3_1）

	（N）
	
	

	47

32

24

27

53

40

35

0

7

11

15

18

19

6

33

42

121

24
	
	1. 外交･安全保障  

2. 財政･金融    

3. 産業政策    

4. 農林漁業

5. 教育･子育て   

6. 年金･医療    

7. 雇用･就職   

8. 治安

9. 環境       

10. 政治･行政改革 

11. 地方分権   

12. 憲法（護憲･改憲）          

13. 震災復興･防災            

14. 社会資本（インフラ整備など）

15. 原発･エネルギー政策         

16. その他

66. 非該当
99. 無回答


2番目（Q3_2）

	（N）
	
	

	24

21

31

21

62

29

37

3

15

18

18

32

28

9

33

15

121

37
	
	1. 外交･安全保障  

2. 財政･金融    

3. 産業政策    

4. 農林漁業

5. 教育･子育て   

6. 年金･医療    

7. 雇用･就職   

8. 治安

9. 環境       

10. 政治･行政改革 

11. 地方分権   

12. 憲法（護憲･改憲）          

13. 震災復興･防災            

14. 社会資本（インフラ整備など）

15. 原発･エネルギー政策         

16. その他

66. 非該当
99. 無回答


3番目（Q3_3）

	（N）
	
	

	32

19

33

26

45

20

23

1

16

19

15

42

39

3

42

13

121

45
	
	1. 外交･安全保障  

2. 財政･金融    

3. 産業政策    

4. 農林漁業

5. 教育･子育て   

6. 年金･医療    

7. 雇用･就職   

8. 治安

9. 環境       

10. 政治･行政改革 

11. 地方分権   

12. 憲法（護憲･改憲）          

13. 震災復興･防災            

14. 社会資本（インフラ整備など）

15. 原発･エネルギー政策         

16. その他

66. 非該当
99. 無回答


Q4 次に挙げる意見について、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。それぞれの項目について1つずつあてはまる番号に○を付けてください。

(1)　日本の防衛力はもっと強化すべきだ（Q4_1）

	（N）
	
	

	149

78

78

18

95

121

15
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(2)　他国からの攻撃が予想される場合には先制攻撃もためらうべきではない（Q4_2）

	（N）
	
	

	65

76

89

39

147

121

17
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(3)　日本は国連の安全保障理事会の常任理事国に入って国際的役割を果たすべきだ（Q4_3）

	（N）
	
	

	220

108

51

14

24

121

16
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(4)　北朝鮮に対しては対話よりも圧力を優先すべきだ（Q4_4）

	（N）
	
	

	59

80

138

60

80

121

16
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(5)　憲法を改正するか解釈変更して集団的自衛権を行使できるようにすべきだ（Q4_5）

	（N）
	
	

	118

63

53

30

148

121

21
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(6)　首相には靖国神社に参拝してほしい（Q4_6）

	（N）
	
	

	91

69

66

27

161

121

19
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(7)　社会福祉など政府のサービスが悪くなっても、お金のかからない小さな政府の方が良い（Q4_7）

	（N）
	
	

	37

42

123

84

130

121

17
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(8)　公共事業による雇用確保は必要だ（Q4_8） 

	（N）
	
	

	87

154

96

68

11

121

17
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(9)　当面は財政再建のために歳出を抑えるのではなく、景気対策のために財政出動を行うべきだ（Q4_9）

	（N）
	
	

	76

113

150

41

36

121

17
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(10)　消費税率は予定通り、2014年4月に8％、15年10月に10％に引き上げるべきだ（Q4_10）

	（N）
	
	

	32

83

63

24

214

121

17
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(11)　長期的には消費税率が10%よりも高くなるのはやむをえない（Q4_11）

	（N）
	
	

	20

78

121

31

167

121

16
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(12)　資産を持っている人には年金を支給しなくてよい（Q4_12）

	（N）
	
	

	30

85

141

80

76

121

21
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(13)　環太平洋経済連携協定（TPP）に参加すべきだ（Q4_13）

	（N）
	
	

	125

51

70

27

140

121

20
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(14)　治安を守るためにプライバシーや個人の権利が制約されるのは当然だ（Q4_14）

	（N）
	
	

	20

51

140

59

144

121

19
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(15)　永住外国人の地方参政権を認めるべきだ（Q4_15）

	（N）
	
	

	109

40

73

31

161

121

19
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(16)　外国人労働者の受け入れを進めるべきだ（Q4_16）

	（N）
	
	

	46

124

171

51

22

121

19
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(17)　道徳教育をもっと充実させるべきだ（Q4_17）

	（N）
	
	

	157

97

104

28

31

121

16
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(18)　定期検査で停止中の原子力発電所の運転再開はやむをえない（Q4_18）

	（N）
	
	

	69

58

81

52

152

121

21
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(19)　参議院に対する衆議院の優越を強めるべきだ（Q4_19）

	（N）
	
	

	54

43

139

58

118

121

21
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(20)　都道府県に代えて道州制を導入すべきだ（Q4_20）

	（N）
	
	

	91

57

69

39

161

121

16
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(21)　国会議員の定数を半分に減らすべきだ（Q4_21）

	（N）
	
	

	68

52

94

61

144

121

14
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


(22)　選挙権を与える年齢を18歳に引き下げるべきだ（Q4_22）

	（N）
	
	

	160

112

97

24

22

121

18
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

66. 非該当
99. 無回答


Q5　次に挙げる争点について、あなたのお考えはＡ・Ｂのどちらに近いでしょうか。それぞれの項目について1つずつ、あてはまる番号に○を付けてください。
(1)　A: これからの日本外交の優先順位は「まず米国」である



B: これからの日本外交の優先順位は「まずアジア」である

（Q5_1）

	（N）
	
	

	77

111

95

71

60

121

19
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い
66. 非該当
99. 無回答


(2)　A: 社会的格差が多少あっても、いまは経済競争力の向上を優先すべきだ

B: 経済競争力を多少犠牲にしても、いまは社会的格差の是正を優先すべきだ

（Q5_2）

	（N）
	
	

	55

67

122

66

103

121

20
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(3)　A: 国内産業を保護すべきだ



B: 貿易や投資の自由化を進めるべきだ

（Q5_3）

	（N）
	
	

	93

101

88

64

70

121

17
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(4)　A: 環境を守るため、生活水準を犠牲にすることも必要だ


B: 生活水準を犠牲にするほど、環境保護は重要問題ではない

（Q5_4）

	（N）
	
	

	40

141

200

21

14

121

17
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(5)　A: 夫婦と複数の子どもが揃っているのが家族の基本形だ


B: シングルマザーやDINKSなど家族の形は多様でよい

（Q5_5）

	（N）
	
	

	37

84

118

70

104

121

20
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(6)　A: 電力に占める原子力発電の比率を、2030年代までに0%にすべきだ

B: 2030年代より後も、原子力発電は電力源のひとつとして保つべきだ

（Q5_6）

	（N）
	
	

	180

65

57

41

69

121

21
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(7)　A: 地方の教育行政は、首長が任免する教育長が責任者となるべきだ

B: 地方の教育行政は、合議制の教育委員会が責任を果たすべきだ
（Q5_7）

	（N）
	
	

	65

101

100

55

92

121

20
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(8)　A: 少子化対策には、親自身による家庭での育児を支援するほうが効果的だ
B: 少子化対策には、保育所を増やすなどして親の育児と仕事の両立を支援するほうが効果的だ
（Q5_8）

	（N）
	
	

	20

27

87

109

170

121

20
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(9)　A: 国債は安定的に消化されており、財政赤字を心配する必要はない
B: 財政赤字は危機的水準であるので、国債発行を抑制すべきだ
（Q5_9）

	（N）
	
	

	37

44

76

115

141

121

20
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


(10)　A: 長い目で見ると、有権者が選挙で次に政権を担う政党を選ぶことのできる二大政党中心の政党制が望ましい
B: 長い目でみると、有権者の多様な意見をそれぞれ代表する政党が国会に存在する多党制が望ましい
（Q5_10）

	（N）
	
	

	46

76

79

62

153

121

17
	
	1. Aに近い


2. どちらかと言えばAに近い


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばBに近い


5. Bに近い

66. 非該当
99. 無回答


Q6 「憲法を改正すべきだ」という意見について、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。１つだけ○を付けてください。

	（N）
	
	

	213

78

38

24

132

69
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

99. 無回答


Q7　あなたは、７月の参院選で当選して得られる次の任期中に（非改選、引退予定の方は今後６年間に）憲法改正を実現するべきだと思いますか。１つだけ○を付けてください。

	（N）
	
	

	153

131

85

126

59
	
	1. 積極的に改正すべきだ


2. 改正する機運が高まれば同意する

3. 急いで改正する必要はない


4. 改正すべきではない

99. 無回答


Q8 「憲法第９条を改正して、自衛権を明記し、国防軍の保持を規定する」という意見について、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。１つだけ○を付けてください。

	（N）
	
	

	135

62

65

32

202

58
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

99. 無回答


Q9 「憲法第96条を改正して、憲法改正の発議要件を衆参それぞれの過半数の賛成に緩和する」という意見について、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。１つだけ○を付けてください。

	（N）
	
	

	132

68

41

35

221

57
	
	1. 賛成


2. どちらかと言えば賛成


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えば反対


5. 反対

99. 無回答


Q10　安倍首相の経済政策が、賃金や雇用が増えることに結びつくと思いますか。そうは思いませんか。

	（N）
	
	

	102

47

64

41

164

121

15
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う

3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない
66. 非該当
99. 無回答


Q11 あなたが所属されている政党は（無所属の場合、あなたご自身は）、選挙後、以下の各党との連立政権に参加しても良いと考えますか。(1)から(11)までの各党について１つずつ数字に○を付けてください（なお、ご所属の政党については「4：自分が所属する政党」に○を付けてください）。
(1)　自民党（Q11_1）

	（N）
	
	

	52

102

122

72

121

85
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(2)　民主党（Q11_2）

	（N）
	
	

	5

65

215

49

121

99
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(3)　日本維新の会（Q11_3）

	（N）
	
	

	3

92

193

38

121

107
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(4)　公明党（Q11_4）

	（N）
	
	

	61

82

175

20

121

95
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(5)　みんなの党（Q11_5）

	（N）
	
	

	13

107

173

31

121

109
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(6)　共産党（Q11_6）

	（N）
	
	

	4

30

244

60

121

95
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(7)　生活の党（Q11_7）

	（N）
	
	

	8

80

232

7

121

106
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(8)　社民党（Q11_8）

	（N）
	
	

	10

76

234

7

121

106
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(9)　みどりの風（Q11_9）

	（N）
	
	

	8

88

216

7

121

114
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(10)　新党大地（Q11_10）

	（N）
	
	

	8

88

217

5

121

115
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


(11)　新党改革（Q11_11）

	（N）
	
	

	5

107

201

0

121

120
	
	1. 選挙結果にかかわらず連立を組むべきだ


2. 選挙結果次第では連立もありうる


3. 選挙結果にかかわらず連立はありえない


4. 自分が所属する政党

66. 非該当
99. 無回答


Q12 日本に限らず、政治の立場を「左」—「右」の言葉で表現することがよくあります。このものさしで、あなたの立場を示されるとしたらいかがですか。あてはまる番号に1つだけ○をつけて下さい。（Q12）

	（N）
	
	

	28

9

17

17

18

141

36

54

33

7

16

121

57
	
	0. 最も左

1.

2.

3.

4.

5. 中間

6.

7.

8.

9.

10. 最も右

66. 非該当
99. 無回答


Q13 政治とインターネットの関係について、さまざまな意見があります。それぞれの項目について1つずつあてはまる番号に○を付けてください。

(1)　インターネットは、世論を把握する手段として役に立つ（Q13_1）
	（N）
	
	

	169

180

55

11

1

121

17
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答


(2)　インターネットは、自分の活動や意見を人びとに伝える手段として役に立つ（Q13_2）
	（N）
	
	

	219

181

14

1

1

121

17
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答


(3)　インターネットは、寄付を募るうえで役に立つ（Q13_3）
	（N）
	
	

	77

103

163

47

24

121

19
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答


(4)　インターネットは、集票手段として役に立つ（Q13_4）
	（N）
	
	

	86

141

153

28

7

121

18
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答


(5)　インターネットによって、マスコミの政治的影響力は低下した（Q13_5）
	（N）
	
	

	30

91

166

90

37

121

19
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答


(6)　自分の支持者のうち、インターネットをよく利用している人はそれほど多くない（Q13_6）
	（N）
	
	

	15

80

160

98

60

121

20
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答



. 

(7)　誹謗中傷やなりすましなど、インターネット悪用の問題が多い（Q13_7）
	（N）
	
	

	55

141

158

52

5

121

22
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答



. 

(8)　インターネットを政治活動に活用するためには相当のｺｽﾄがかかりそうだ（Q13_8）
	（N）
	
	

	23

79

159

93

57

121

22
	
	1. そう思う


2. どちらかと言えばそう思う


3. どちらとも言えない


4. どちらかと言えばそう思わない


5. そう思わない

66. 非該当
99. 無回答


Q14　有権者や支持者への情報発信手段について、いくつかおうかがいします。

(1)　あなたはご自身のホームページ（ブログを含む）をお持ちですか。お持ちの場合、どのくらいの頻度で情報を更新しますか。（Q14_1）
	（N）
	
	

	25

25

20

52

139

151

121

21
	
	0. ホームページを持っていない

1. ホームページはあるが、あまり更新しない

2. 月1回更新する

3. 週1回更新する

4. 数日に1回更新する

5. 毎日更新する

66. 非該当
99. 無回答


(2)　政党支部や後援会などで会報やビラを発行されていますか。発行されている場合、どのくらいの頻度で発行しますか。（Q14_2）
	（N）
	
	

	61

21

24

27

134

140

121

26
	
	0. 会報やビラを発行したことはない

1. 発行したことがあるが、最近はしていない

2. 年1回発行する

3. 半年に1回発行する

4. 数か月に1回発行する

5. 毎月発行する

66. 非該当
99. 無回答


(3)　テレビやラジオに出演されますか。出演される場合、どのくらいの頻度で出演しますか（政治家としての立場で、スタジオに赴く･取材を受けるなどご自身の意思でなさったものに限ります）。（Q14_3）
	（N）
	
	

	149

91

56

52

20

43

121

22
	
	0. テレビやラジオに出演したことはない

1. 出演したことはあるが、最近はない

2. 過去1年間に1～2回出演した

3. 過去1年間に3～5回出演した

4. 過去1年間に6～9回出演した

5. 過去1年間に10回以上出演した

66. 非該当
99. 無回答


(4)　普段インターネットで、ツイッターやフェイスブックなどのSNS（ソーシャルネットワークサービス）をご利用されていますか。ご利用される場合、どのくらいの頻度で発信しますか。（Q14_4）
	（N）
	
	

	36

19

92

135

128

121

23
	
	0. まったく発信しない

1. 週1回以下

2. 数日に1回

3. 毎日1回

4. 1日数回以上

66. 非該当
99. 無回答


[(5)は、(4)で0を選択した方のみ回答してください]
(5)　あなたが、有権者や支持者への情報発信あるいは意見集約の手段として、SNSを利用しない理由は何ですか。1つだけ○をつけてください。（Q14_5）
	（N）
	
	

	5

4

12

5

2

7

495

24
	
	1. SNSについてよくわからない 

2. 活用してみたいとは思うが、利用方法をよくわからない

3. 活用できればいいと思うが、時間的な余裕がない

4. 従来の手段でも十分であり、必要性を感じない

5. SNSは、有権者や支持者との交流手段として相応しくない

6. その他

66. 非該当

99. 無回答　　


[(6)は、(4)で1~4を選択した方のみ回答してください]
(6)　あなたは、SNSをどのように活用していますか。あてはまるものにすべて○をつけてください。
1. アカウントはあるが、ほとんど利用していない（Q14_6_1）
	（N）
	
	

	373

2

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当
99. 無回答


2. 自ら書き込みはしないが、有権者や支持者の意見を把握する手段として使う（Q14_6_2）
	（N）
	
	

	356

19

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


3. 既存ホームページなどの更新情報とそのリンク先を紹介する（Q14_6_3）
	（N）
	
	

	222

153

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


4. 政治活動について報告する（Q14_6_4）
	（N）
	
	

	58

317

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


5. 政策的な主張や自らの立場について発信する（Q14_6_5）
	（N）
	
	

	75

300

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


6. 政治資金の個人寄付を呼びかける（Q14_6_6）
	（N）
	
	

	338

37

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


7. 自分のアカウントに寄せられた有権者からの意見に対してフィードバック（リプライなど）する（Q14_6_7）
	（N）
	
	

	160

215

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


8. 自分のアカウントに寄せられた有権者からの意見を議会活動に反映する（Q14_6_8）
	（N）
	
	

	268

107

157

22
	
	0. 該当なし

1. 該当あり

66. 非該当

99. 無回答


9. その他（Q14_6_9）
	（N）
	
	

	354

21

157

22
	
	0. 該当なし
1. 該当あり
66. 非該当

99. 無回答


Q15 　あなたが、有権者や支持者への情報発信の手段として最も重視するものは何ですか。また２番目、３番目はどうですか。カッコ内に番号を記入してください。
最も重視する手段（Q15_1）

	（N）
	
	

	94

259

1

0

8

12

0

1

0

1

6

0

10

12

3

121

26
	
	1. 街頭演説


2. 有権者との直接的な交流（集会など）　

3. ポスター

4. 連呼



5. 選挙公報



6. 活動報告のビラ・パンフレット

7. 後援会などの会報


8. 手紙・葉書（電子メールを除く）


9. 電話

10. 電子メール


11. テレビ・ラジオ出演



12. 雑誌への寄稿

13. ウェブサイト（ブログを含む）

14. ソーシャルネットワークサービス（ツイッター、フェイスブックなど）

15. その他

66. 非該当
99. 無回答


2番目に重視する手段（Q15_2）
	（N）
	
	

	106

72

12

0

10

75

23

11

13

3

7

4

32

29

1

121

35
	
	1. 街頭演説


2. 有権者との直接的な交流（集会など）　

3. ポスター

4. 連呼



5. 選挙公報



6. 活動報告のビラ・パンフレット

7. 後援会などの会報


8. 手紙・葉書（電子メールを除く）


9. 電話

10. 電子メール


11. テレビ・ラジオ出演



12. 雑誌への寄稿

13. ウェブサイト（ブログを含む）

14. ソーシャルネットワークサービス（ツイッター、フェイスブックなど）

15. その他

66. 非該当
99. 無回答


3番目に重視する政策手段（Q15_3）

	（N）
	
	

	43

16

20

0

11

83

26

11

9

8

14

2

77

74

2

121

37
	
	1. 街頭演説


2. 有権者との直接的な交流（集会など）　

3. ポスター

4. 連呼



5. 選挙公報



6. 活動報告のビラ・パンフレット

7. 後援会などの会報


8. 手紙・葉書（電子メールを除く）


9. 電話

10. 電子メール


11. テレビ・ラジオ出演



12. 雑誌への寄稿

13. ウェブサイト（ブログを含む）

14. ソーシャルネットワークサービス（ツイッター、フェイスブックなど）

15. その他

66. 非該当
99. 無回答


Q16 今回の参院選に「○○選挙」と名前を付けるとしたら、あなたは何がふさわしいと思いますか。自由にご記入ください。

	
	
	

	
	
	今回の選挙は　（
）選挙である。（Q16）


� 非改選議員に対しては、一部の質問項目（Q6~9）に限定した別バージョンの調査票を配布した。そこに含まれていない質問項目では，非改選議員（121人）を非該当として扱っている。
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